
令和５年度 第１回羽島市社会教育推進審議会 会議要旨 

日  時 令和５年５月１１日（木）午後１時３０分～午後２時３０分 

場  所 羽島市役所 ３０１会議室 

出 席 者 （社会教育委員）出席者８人 

松尾 東彦 委員(子ども会育成協議会代表) 

白木 幸子 委員(女性団体代表) 

坂田田壽子 委員(文化協会代表） 

渡邉  修 委員(コミュニティセンター館長会代表) 

小森 博昭 委員(スポーツ推進会議代表） 

花村 伸二 委員(小中学校長会代表) 

髙砂 房子 委員(学識経験者、家庭教育)  

二村 玲衣 委員(学識経験者、社会教育) 

（事務局） 

伊藤 佳津子 (市民協働部長)   岩田 睦巳 (生涯学習課長) 

柴田 泰宏  (スポーツ推進課長) 番  重宗 (図書館長) 

大橋 寛子  (生涯学習課主幹)   吉田 智紀 (同課係長) 

後藤 哲雄  (同課主事) 

内 容 １ 開会 

 ・資料確認 

 ・会議開催成立の報告 

 ・会議公開及び傍聴の有無の報告 

 ・委嘱書交付 

  

２ 市民協働部長あいさつ  

 

３ 議事 

⑴  委員長、副委員長の選出について 

事務局案を踏まえ、以下の通り選出 

 

・委員長：小森博昭 委員 

・副委員長：白木幸子 委員、髙砂房子 委員 

 

⑵  各種委員の選出について 

事務局案を踏まえ、以下の通り選出 

 

・岐阜県社会教育委員連絡協議会評議員：松尾東彦 委員 

・岐阜地区社会教育振興協議会委員：白木幸子 委員 

・市生涯学習都市推進会議委員：坂田田壽子 委員 



・市歴史民俗資料館運営協議会委員：渡邉修 委員 

・わたしの主張２０２３羽島市大会審査員：髙砂房子 委員 

 

⑶  社会教育関係団体への補助金交付について 

  資料に基づき事務局から各団体への補助金内容を説明 

 

(委員)  

生涯学習課とスポーツ推進課の補助金を比較すると、スポーツ推

進課の方があらゆる面で充実している。文化関連の事業についても

今後の拡充を期待する。 

 

(委員)  

南部スポーツ村の方にも関わっており、補助金が充実しているこ

とを改めて認識した。そのため、より多くの住民に参加していただ

けるように注力していきたい。 

 

(委員)  

文化センターの減免は、一昨年度から廃止となった。厳しい財政

状況ではあるが、多少の補助も検討していただきたい。 

 

(委員)  

県立看護大学体育館の利用者に対する羽島市体育館使用促進補

助金に関して、9,500 円と記載があるが、1 件当たりの補助額と利

用団体数を教えて欲しい。 

 

(事務局)  

半面当たり、4時間で 500 円を補助するため、19 枠分の利用があ

った。 

 

(委員)  

予算と比較すると執行率が低い。小中学校の体育館利用と比較し

ても利用率が低いため、今後の促進を願う。 

 

(事務局)  

市としても広報しているが、利用者の希望日時と施設側の予定を

合わせるのが難しい状況である。そのような点を踏まえ、引き続き

設備面等を含めて周知する。 

 



⑷  各課・館の「事業計画」について 

  資料に基づき事務局から、生涯学習課(中央公民館を含む)、ス

ポーツ推進課、図書館の事業計画を説明 

 

 (委員)  

文化事業について、文化団体の高齢化を懸念している。若い世代

の人材が育っていない。これから先を見据えて、継承者育成にも重

点を置いていただきたい。若い世代に向けて文化活動の方面にも目

を向けてもらう為に、人材育成養成講座等の開催等、後継者育成事

業を推進して頂きたい。 

 

 (事務局)  

様々な団体が後継者問題に直面している。団体内での育成はもち

ろん、市としても協力していきたい。その中で、昨年度、市民協働

課において市内のボランティア団体を洗い出し、市ホームページで

の広報を進めてきた。市民に知っていただき、活動に参加していた

だけるよう整備を進めていく。 

 

４ その他 

 令和５年度社会教育推進審議会、及び各種研修会等について、事

務局より日時、会場等を資料に基づき説明 

 

５ 閉会  

以上  

 


